
諏
訪
の
歴
史
文
化
に
理
解

県
文
化
財
保
護
協
会
支
部
が
研
究
発
表
会

県
文
化
財
保
護
協
会
諏
訪
支
部

（
伊
藤
文
夫
支
部
長
）
は
3
0
日
、

研
究
発
表
会
を
諏
訪
市
の
諏
訪
教

育
会
館
で
開
い
た
。
公
立
諏
訪
東

京
理
科
大
学
非
常
勤
講
師
の
北
原

ま
す
み
さ
ん
と
中
部
測
地
研
究
所

代
表
の
藤
森
雄
一
さ
ん
が
研
究
成

果
を
発
表
。
会
員
ら
1
7
人
が
聴
講

2
人
が
研
究
内
容
を
解
説
し
た
県
文
化

し
、
地
域
の

歴
史
や
文
化

に
理
解
を
深

めた。北
原
さ
ん

は
「
信
州
諏

訪
の
手
織
り

と
八
つ
縄
文

織
り
」
と
題

し
て
発
表
し

た
。
諏
訪
地

域
の
繊
維
業

の
歴
史
を
語

り
、
江
戸
時

代
の
諏
訪
を

代
表
す
る
手

織
り
「
小
倉

織
」
に
つ
い

て
説
明
。
当

時
の
文
献
を

引
用
し
て

「
江
戸
で
は

一
取
方
正
■
り
ま

か
ま
の
評
判
が
良
く
、
流
行
し
て

い
た
」
「
水
戸
浪
士
の
間
で
も
諏
訪

小
倉
の
帯
が
知
ら
れ
て
い
た
」
な

ど
と
紹
介
し
た
。

白
身
が
手
織
り
教
室
の
講
師
を

務
め
る
1
9
0
0
（
明
治
等
年
創

業
の
糸
専
門
店
「
い
ち
き
糸
店
」

（
諏
訪
市
）
の
元
社
長
・
故
高
木

義
一
朗
さ
ん
の
研
究
内
容
も
解

説
。
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
手
織

り
の
設
計
図
「
組
織
図
」
を
示
し

な
が
ら
、
構
造
数
列
や
結
合
状

態
、
基
本
目
数
の
考
え
方
を
伝
え

た
。
小
倉
織
の
技
法
を
源
流
に
高

木
さ
ん
が
考
案
し
た
「
八
つ
縄
文

織
り
」
の
技
法
も
紹
介
し
、
「
諏

訪
の
手
織
り
文
化
や
技
術
の
継
承

を
願
い
た
い
」
・
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
藤
森
さ
ん
は
「
諏

訪
の
地
質
と
鉄
平
石
」
を
テ
ー
∇

に
発
表
し
た
。
　
（
松
本
佳
林
）


